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要

望

質
疑（
要
旨
）

討
　
論

意
見
・
要
望
事
項

規
約
の
一
部
改
正

第 ２ 回
定例議会

令和元年第 2 回定例議会は 6 月 13 日に招集され、6 月 14 日までの２日間の会期で開きました。

町長から提出された規約の一部改正をはじめ、補正予算、監査委員の任命同意など７件の議案が

提出され、審議の結果、７議案は原案のとおり可決・同意しました。

また、請願２件を採択し、議員発議として提出し、原案のとおり可決しました。

一般質問は５人の議員が行いました。

監査委員などの
人事案件議会において同意

◇�

監
査
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

監
査
委
員
の
半
澤
秀
明

氏
（
坂
本
）
が
令
和
元
年

6
月
23
日
で
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
町
長
か
ら
新

た
に
石
橋
弘
道
氏
を
選
任

し
た
い
旨
の
提
案
が
あ

り
、
適
任
と
認
め
、
同
意

し
ま
し
た
。

氏
名　
石い
し
ば
し橋

弘ひ
ろ
み
ち道 

氏

住
所　
長
南
町
芝
原

※�

地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、
長
南
町
で
は
監

査
委
員
の
定
数
が
２
名

で
、
１
名
は
議
員
か
ら

選
任
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
松
崎
剛
忠
委

員
が
、
町
長
か
ら
委
嘱

さ
れ
て
い
ま
す
。

人
事
案
件

人
事
案
件

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
田
邉
順
一
氏

（
芝
原
）
が
令
和
元
年
6

月
30
日
で
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
町
長
か
ら
新
た

に
渡
邉
輝
夫
氏
を
選
任
し

た
い
旨
の
提
案
が
あ
り
、

適
任
と
認
め
、
同
意
し
ま

し
た
。

氏
名　
渡わ
た
な
べ邉　
輝て
る
お夫 

氏

住
所　
長
南
町
佐
坪

※�

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
と
し
て
、
他

に
、
大
森
和
夫
氏
（
又

富
）、西
野
秀
樹
氏
（
長

南
）
の
２
名
が
町
長
か

ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま

す
。

有
能
な
人
は
続
け
て
お
願

い
を
す
べ
き
だ

監
査
委
員
の
役
割
は
重

要
で
あ
り
、
丁
寧
に
お
願

い
を
し
て
も
う
一
期
続
け

て
も
ら
う
べ
き
だ
。

和
田
　
和
夫 

議
員

監
査
委
員
と
し
て
適
任
で

あ
る石

橋
氏
に
つ
い
て
は
永

年
町
の
要
職
を
経
験
さ
れ

て
お
り
、
人
格
、
識
見
と

も
に
、
優
れ
て
お
り
、
適

任
で
あ
る
。

御
園
生
　
明 

議
員

賛 

成
反 

対

外
部
の
自
治
体
元
職
員
な

ど
を
採
用
す
べ
き

本
町
職
員
等
と
の
し
が

ら
み
の
あ
る
元
職
員
は
、

監
査
委
員
と
し
て
好
ま
し

く
な
い
と
考
え
る
。

加
藤
　
喜
男 

議
員

反 

対

補
正
予
算

議

員

発

議
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意
見
書

意
見
書
の
提
出

専
決
処
分
の
承
認

討
　
論

《
一
部
改
正
》

●�

千
葉
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
及
び
千
葉
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
規
約
の

一
部
を
改
正
す
る
規
約

の
制
定
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て

千
葉
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
の
組
織
団
体
で
あ

る
香
取
市
東
庄
町
病
院
組

合
が
８
月
31
日
を
も
っ
て

解
散
す
る
こ
と
に
伴
い
、

規
約
の
改
正
を
し
よ
う
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
関
係

地
方
公
共
団
体
と
協
議
す

る
に
あ
た
り
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

道
路
線
の
廃
止
で
は
、
豊
原
地
先
に
お
い
て
太
陽
光
発

電
事
業
の
開
発
区
域
内
に
位
置
す
る
１
路
線
を
廃
止
す
る

も
の
で
す
。

道
路
線
の
変
更
で
は
町
道
豊
原
66
号
線
の
終
点
の
変
更

を
す
る
も
の
で
す
。

討

論

規
約
の
一
部
改
正

修
正
動
議

国民が国又は地方公共団体に対し
て、文書により希望を述べることを
言います。
議会に提出された請願は、所管常
任委員会に審査を付託し、その審査
結果を本会議において報告し、採択、
不採択等を決め採択されると、関係
機関等に意見書を送付します。

請願とは

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
手
嶋

知
絵
子
氏
が
令
和
元
年
９

月
30
日
で
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
町
長
か
ら
新
た

に
酒
井
榮
子
氏
（
蔵
持
）

を
推
薦
し
た
い
と
し
て
議

会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た

の
で
、
適
任
と
し
て
答
申

し
ま
し
た
。

氏
名　
酒さ
か
い井　
榮え
い
こ子　
氏

住
所　
長
南
町
蔵
持

※�

人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
他
に
、
富
澤
勝
彦

氏
（
本
台
）、
渡
邉
文

良
氏
（
小
沢
）、
鈴
木

美
智
代
氏
（
芝
原
）
の

３
名
が
任
命
さ
れ
て
い

ま
す
。

人
事
案
件

商
店
街
に
も
活
性
化
の
効

果
を
期
待

補
正
予
算
は
審
議
さ
れ

た
中
で
適
正
だ
と
考
え
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
消
費

税
10
％
の
増
税
に
伴
う
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
は
国
策
で
あ
り
、
予
算

は
５
０
０
０
万
円
程
度
で

す
が
本
町
の
商
店
街
に
も

活
性
化
の
効
果
を
期
待
で

き
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

賛
成
し
ま
す
。

賞
品
券
の
恩
恵
を
受
け
る

の
は
少
数

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

対
象
者
は
１
８
０
０
人

で
、
多
く
の
人
は
増
税
だ

け
で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
消

費
税
10
％
増
税
を
や
め
る

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

森
川
　
剛
典 

議
員

和
田
　
和
夫 

議
員

賛 

成
反 

対

○
一
般
会
計
（
第
１
号
）

５
８
０
２
万
３
千
円
を
増
額

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に

伴
う
費
用
、
風
し
ん
抗
体

検
査
に
伴
う
費
用
、
そ

の
他
参
議
院
議
員
選
挙

に
伴
う
費
用
な
ど
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を

44
億
２
３
０
２
万
３
千
円

に
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

そ
の
他

請
願
の
採
択
に
伴
う
意

見
書
が
議
員
発
議
に
よ
っ

て
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。
可

決
し
た
意
見
書
は
、
長
南

町
議
会
議
長
名
で
内
閣
総

理
大
臣
ほ
か
関
係
大
臣
に

提
出
し
ま
し
た
。

議

員

発

議

採択した請願
・�義務教育費国庫負担制度の堅持に関する

意見書採択に関する請願
・�国における 2020 年度教育予算拡充に関

する意見書採択に関する請願
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議案
番号 件　名 議案の内容 議決の

結果（※）
人事案件

同　意
第１号

監査委員の選任につき同意を求めること
について 新任：石橋弘道氏（芝原）

同意
賛（10）
否（2*）
* 和田、加藤

同　意
第２号

固定資産評価審査委員会委員の選任につ
き同意を求めることについて 新任：渡邉輝夫氏（佐坪）

同意
賛（12）
否（０）

諮　問　
第１号

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を
求めることについて 新任：酒井榮子氏（蔵持）

適任と認める
賛（12）
否（０）

規約の一部改正

議　案
第１号

千葉県市町村総合事務組合を組織する地
方公共団体の数の減少及び千葉県市町村
総合事務組合規約の一部を改正する規約
の制定に関する協議について

千葉県市町村総合事務組合の組織団体であ
る香取市東庄町病院組合が令和元年８月31
日をもって解散することに伴い、規約の改
正を行う必要が生じたため

原案可決

賛（12）
否（０）

その他

議　案
第２号 長南町道路線の廃止について 三級町道豊原62号線の廃止

原案可決
賛（12）
否（０）

議　案
第３号 長南町道路線の変更について 三級町道豊原66号線の延長の変更

※《新》189.2m　《旧》625.2m
原案可決
賛（12）
否（０）

補正予算

議　案
第４号

令和元年度長南町一般会計補正予算につ
いて

5,802万 3千円の追加
【主な内容】
・�7 月 21日に実施された参議院議員選挙
に伴う費用
・�風しん抗体検査に伴う費用
・�10月に予定されている消費税増税に伴う
プレミアム商品券に係る費用

原案可決
賛（10）
否（2*）
* 和田、加藤

請願

請　願
第１号

「義務教育費国庫負担制度の堅持に関す
る意見書」採択に関する請願

子どもたちの豊かな育ちと学びを支援する
教育関係団体千葉県連絡会より提出され、
義務教育費国庫負担制度の堅持を要望する
もの

採択

賛（12）
否（０）

請　願
第２号

「国における2020年度教育予算拡充に
関する意見書」採択に関する請願

子どもたちの豊かな育ちと学びを支援する
教育関係団体千葉県連絡会より提出され、
震災からの教育復興などにかかわる予算拡
充を要望するもの

採択

賛（12）
否（０）

議員発議（請願による発議）

発　議
第１号

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する
意見書提出について

教育の機会均等とその水準の維持向上のた
めにも義務教育の基盤づくりは国の責務で
あることから、全会一致で採決され、関係
各省へ意見書の送付を行いました

原案可決
賛（12）
否（０）

発　議
第２号

国おける2020年度教育予算拡充に関
する意見書提出について

国からの財政的な支援は必要不可欠である
ことから、全会一致で採決され、関係各省
へ意見書の送付を行いました

原案可決
賛（12）
否（０）

令和元年　長南町議会第２回定例議会　議決結果

（※）議長は議事進行を行うため、採決に加わりません
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一般
質問ここが聞きたい！

一般質問は、質問者本人の原稿を基に掲載しています。
本人の希望により写真を掲載していない場合があります。
□印の質問は掲載された質問ですが、★印は紙面の都合により掲載していません。
詳しくは、議会ホームページの会議録をご覧ください。

定例会の初日に一般質問が行われ、５人の議員が町政について質問しました。
件名について、掲載いたします。

丸島なか　議員
　□「ちょな丸ポイント事業」について
　□新生児聴覚スクリーニング検査について
　□投票率向上対策について

板倉正勝　議員
　□町道の管理について
　□耕作放棄地について
　□地域農業整備事業補助金について
　□複合施設について
　□中学生の体力について

和田和夫　議員
　□子どものインフルエンザ予防接種費用の助成について
　□国保（国民健康保険税）について
　□歩道の設置について
　□人事について

加藤喜男　議員
　□再任用について
　□道路行政について
　□旧豊栄小学校について
　★新庁舎の建設について
　★観光行政について
　★インター周辺等の開発について

河野康二郎　議員
　□イノシシ被害と対応策について

５人の議員が一般質問を行う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一般質問は町政全般について、希望する議員が一問ごとに行うもので、
制限時間は１時間です。

P6

P7

P8

P9

P10
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グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ

カ
ー
ド
を
送
付

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

10
月
に
確
認
を

前
向
き
に
検
討

前
向
き
に
検
討

５
月
末
現
在
で
５
５
１

名
の
方
が
申
請
し
、
利
用

状
況
は
５
５
１
名
中

５
１
４
名
の
方
が
健
康
保

険
課
の
健
診
等
の
事
業
を

受
け
て
お
り
、
福
祉
課
の

介
護
予
防
教
室
も
20
名
の

方
が
受
け
て
い
ま
す
。

４
月
の
町
議
会
議
員
選

挙
で
、当
日
有
権
者
数
は
、

18
歳
、
19
歳
の
方
で
合
計

１
０
５
名
で
す
。
投
票
者

数
は
、
18
歳
、
19
歳
の
方

で
合
計
58
名
、投
票
率
は
、

55
・
23
％
で
す
。
若
者
の

投
票
率
向
上
の
為
に
、
18

歳
到
達
者
に
グ
リ
ー
テ
ィ

ン
グ
カ
ー
ド
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

丸島なか 議員

ちょな丸ポイント事業の実施項目を
増やして欲しいとの声が

10月に確認を

４
月
か
ら
ち
ょ

な
丸
ポ
イ
ン
ト
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
検
診
・
町
の
行
事
に

参
加
す
る
と
、
ポ
イ
ン
ト

を
た
め
て
ク
オ
カ
ー
ド
が

貰
え
ま
す
。
皆
さ
ん
の
関

心
が
高
く
大
変
好
評
の
よ

う
で
す
。
利
用
状
況
と
皆

さ
ん
の
声
・
意
見
等
、
伺

い
ま
す
。

事
業
の
実
施
項

目
を
、
も
っ
と
増

や
し
て
欲
し
い
と
い
う
声

が
多
数
あ
り
ま
す
が
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。
又
、

周
知
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

選
挙
年
齢
を
18

歳
以
上
に
引
き
下

げ
る
法
改
正
・
選
挙
制
度

改
正
で
平
成
28
年
６
月
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
町
内

で
の
18
歳
、
19
歳
の
人
数

と
投
票
率
は
ど
の
く
ら
い

で
す
か
。
又
、
投
票
率
の

向
上
対
策
を
伺
い
ま
す
。

最
近
は
、
期
日

前
投
票
を
す
る
方

が
増
え
て
お
り
、
町
で
も

４
月
の
選
挙
で
は
、
１
６

０
０
名
の
方
が
期
日
前
投

票
を
行
っ
た
と
の
こ
で

す
。
宣
誓
書
を
投
票
所
入

場
券
の
ハ
ガ
キ
の
裏
面
に

印
刷
で
き
な
い
か
伺
い
ま

す
。

国
は
平
成
28
年

に
、
新
生
児
聴
覚

検
査
の
体
制
整
備
事
業
を

創
設
し
、
市
町
村
に
新
生

児
聴
覚
検
査
の
実
施
に
積

極
的
に
取
り
組
む
よ
う
通

知
し
、
公
費
負
担
に
つ
い

て
は
、「
少
子
化
対
策
に

関
す
る
地
方
単
独
措
置
」

と
し
て
財
源
が
確
保
さ
れ

て
い
ま
す
。
公
費
負
担
に

つ
い
て
町
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

問

問

問

問

問

10
月
頃
を
目
途
に
、
各

課
等
に
来
年
度
の
実
施
項

目
の
確
認
を
し
、
事
業
の

検
討
を
行
う
予
定
で
す
。

周
知
に
つ
い
て
は
、
広
報

４
月
号
に
３
ペ
ー
ジ
特
集

を
組
み
、
庁
舎
内
５
カ
所

に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て

あ
り
ま
す
。
又
、
住
民
検

県
が
新
生
児
の
聴
覚
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
手

引
き
を
作
成
中
で
、
町
も

町
の
選
挙
管
理
委
員
会

と
し
て
、
入
場
券
の
裏
面

に
宣
誓
書
を
記
載
す
る
こ

と
を
前
向
き
に
検
討
し
ま

す
。

実
施
項
目
を

増
や
し
て
ほ
し
い

18
歳
選
挙
権
の

対
応
に
つ
い
て

投
票
率
向
上
対
策
に
つ
い
て

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
に
つ
い
て

住
民
の
方
か
ら
は
お
も

し
ろ
い
事
業
で
す
と
か
、

い
い
事
業
だ
と
い
う
肯
定

的
な
意
見
を
聞
い
て
い
ま

す
。

診
時
に
県
の
検
診
会
場
に

特
設
の
ち
ょ
な
丸
ポ
イ
ン

ト
手
帳
の
申
請
場
所
を
つ

く
り
、
手
帳
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

県
の
準
備
が
整
い
し
だ

い
、
前
向
き
に
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。
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板倉正勝 議員

町
　
長

教
育
長

農
地
保
全
課
長

県
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く

今
後
に
つ
な
が
る
農
業

支
援
の
あ
り
方
を
検
討

体
力
教
育
、
心
の
教

育
を
頑
張
り
た
い

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

生
涯
学
習
課
長

建
設
環
境
課
長

建
設
場
所
等
を
検
討
中

町
道
管
理
者
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
安
全
に
使
用

が
で
き
る
よ
う
計
画
的
に

舗
装
の
整
備
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
道
路
予
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、
１
千
万

円
程
度
要
求
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
の
整
備

に
関
す
る
法
律
（
通
称
：

農
振
法
）
に
よ
り
県
の
農

地
の
除
外
手
続
き
に
つ
い

て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、

具
体
的
な
開
発
計
画
が
あ

れ
ば
県
は
認
め
て
く
れ
ま

す
が
、
抽
象
的
な
土
地
利

用
計
画
で
は
、
県
は
、
受

付
け
て
く
れ
な
い
と
い
う

の
が
実
情
で
す
。
本
町
発

展
の
た
め
、
農
振
法
を
脱

却
、
緩
和
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
引
き
続
き
県
と
協

議
を
進
め
ま
す
。

補
助
金
の
利
用
の
仕
方

は
組
織
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま

す
の
で
十
分
に
精
査
し
、

検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
農
業
経
営
者
が
最
先

端
の
技
術
機
械
を
用
い

て
、
農
業
振
興
を
図
っ
て

い
く
点
か
ら
、
町
と
し
て

も
積
極
的
に
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

教
育
は
知
育
・
徳
育
と

保
健
体
育
の
総
合
的
な
発

達
を
促
す
こ
と
が
必
要
で

す
の
で
、
体
力
教
育
、
心

の
教
育
を
頑
張
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

公
民
館
機
能
を
備
え
た

複
合
施
設
に
つ
い
て
、
建

設
時
期
や
建
設
場
所
は
財

源
等
を
検
討
す
る
中
で
、

早
い
時
期
に
お
示
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

町道の未舗装等の維持管理について
計画的に整備していく

各
地
区
に
お
い

て
未
舗
装
箇
所
が

点
在
し
、
町
の
高
齢
化
と

と
も
に
草
刈
等
の
維
持
管

理
が
困
難
に
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
整
備
計
画

予
算
等
の
説
明
を
伺
い
ま

す
。

補
助
金
事
業
も

２
期
目
に
入
り
、

機
械
の
更
新
等
に
よ
る
将

来
に
つ
な
が
る
最
先
端
の

農
業
技
術
の
取
組
み
へ
活

用
さ
れ
る
べ
き
と
思
い
ま

す
が
、
考
え
を
お
聞
き
し

ま
す
。

中
学
生
の
学
力

重
視
、
体
力
面
の

不
足
を
感
じ
る
が
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

公
民
館
は
複
合

施
設
と
し
て
検
討

し
て
い
く
と
の
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

耕
作
放
棄
地
が

増
加
傾
向
に
あ
る

現
状
の
今
後
の
見
通
し
と

し
て
、
耕
作
放
棄
地
等
の

農
業
振
興
地
域
を
除
外

し
、
企
業
誘
致
や
宅
地
造

成
等
へ
活
用
を
検
討
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問

問

問

問

問

地
域
農
業
整
備
事
業

補
助
金
に
つ
い
て

公
民
館
の
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て

中
学
生
の
体
力

に

つ

い

て
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和田和夫 議員

子どものインフルエンザの
予防接種に助成を

長柄町のように助成した場合308万円

子
ど
も
が
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
る
と
、
家
族
も
か
か
っ

て
し
ま
い
大
変
で
す
。
子

ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
の
費
用
を
長

生
村
は
高
校
受
験
を
控
え

た
中
学
３
年
生
に
、
長
柄

町
・
御
宿
町
・
銚
子
市
は
、

生
後
６
カ
月
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
補
助
を
し
て
い

ま
す
。
長
柄
町
の
よ
う
に

費
用
を
助
成
し
た
場
合
、

費
用
は
ど
の
位
か
か
り
ま

す
か
。
ま
た
、
助
成
を
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

問

国
道
４
０
９
号
茂
原
一

宮
道
路
、
通
称
長
生
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ン
を
は
じ

め
、
茂
原
環
状
線
、
茂
原

大
多
喜
線
、南
総
一
宮
線
、

長
柄
大
多
喜
線
、
加
茂
長

南
線
の
６
路
線
で
道
路
整

備
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
千
葉
県
で
は
、現
在
、

事
業
に
着
手
し
て
い
る
路

線
を
優
先
し
て
、
道
路
整

備
を
進
め
て
い
る
方
針
と

聞
い
て
い
ま
す
。

15
名
の
課
長
の
う
ち
、

６
名
が
退
職
し
た
こ
と
に

伴
い
組
織
機
能
を
維
持
す

る
た
め
３
名
の
職
員
に

残
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
、
発
令
を

し
ま
し
た
。
町
の
人
事
体

制
で
す
か
ら
、
町
の
人
事

制
度
、
給
与
制
度
に
基
づ

い
て
行
っ
て
お
り
、
他
の

町
村
の
事
例
は
参
考
に
す

べ
き
で
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

国
民
健
康
保
険

税
は
、
低
所
得
者

に
過
酷
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
少
子
化
の
時
代

に
子
ど
も
の
数
が
多
い

程
、
重
税
が
課
さ
れ
ま
す

の
で
、
均
等
割
を
無
く
す

こ
と
に
つ
い
て
考
え
を
お

聞
き
し
ま
す
。

問 国
民
健
康
保
険
税
の

均
等
割
の
廃
止
を

事
業
に
着
手
し
て
い

る
路
線
を
優
先

残
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
望
ま
し
い

均
等
割
の
負
担
は
国
民

健
康
保
険
税
の
大
前
提

町
　
長

県
道
長
柄
大
多
喜
線

の
歩
道
設
置

再
任
用
の
課
長
職
の

人
事
に
つ
い
て

千
田
交
差
点
か

ら
Ｊ
Ａ
長
南
支
所

間
は
、
自
転
車
に
乗
っ
て

い
る
人
を
避
け
て
車
が
通

り
、
接
触
す
る
と
事
故
が

起
き
る
の
で
は
と
運
転
す

る
人
は
、思
っ
て
い
ま
す
。

歩
道
の
設
置
は
ど
う
な
っ

て
お
り
ま
す
か
。

再
任
用
さ
れ
て

課
長
職
に
と
ど

問

問

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

建
設
環
境
課
長

長
柄
町
は
生
後
６
カ
月

以
上
13
歳
未
満
の
子
ど
も

は
４
月
か
ら
助
成
額
を

２
千
円
か
ら
３
千
円
に
上

げ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
町

が
実
施
し
た
場
合
、
13
歳

ま
で
の
子
ど
も
が
４
４
１

名
で
２
６
４
万
６
千
円
、

中
学
生
が
１
４
６
名
で

43
万
８
千
円
、
合
計
で

５
８
７
名
、
３
０
８
万
８

千
円
で
す
。
子
育
て
支
援

の
一
環
と
し
て
今
後
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
算

定
は
、
被
保
険
者
の
方
か

ら
均
等
割
の
負
担
を
い
た

だ
く
こ
と
が
大
前
提
で

す
。
均
等
割
を
無
く
す
こ

と
は
法
律
的
に
違
法
性
が

強
い
と
考
え
ま
す
。

ま
っ
て
い
る
の
は
、
他
町

村
に
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
課
長
職
に
と
ど
ま
る

こ
と
は
次
の
人
の
昇
格

が
、
繰
り
延
べ
に
な
っ
て

し
ま
い
、
職
員
の
士
気
が

失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
定

年
退
職
し
た
人
を
な
ぜ
課

長
職
に
再
任
用
し
た
の
か

伺
い
ま
す
。



（9） ちょうなん 議 会 だ よ り 第168号
令和元年8月発行

建
設
環
境
課
長

企
画
政
策
課
長

困
難
な
状
況

具
体
的
な
進
展
は
な
い

宿
中
の
県
道
は
、
両
脇

に
住
宅
が
連
な
り
道
路
用

地
を
確
保
す
る
に
は
、
多

く
の
時
間
と
費
用
が
必
要

と
な
り
、
非
常
に
困
難
な

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

過
去
に
県
等
に
対
し
て
要

望
や
協
議
を
重
ね
た
結
果

旧
豊
栄
小
学
校
は
、
高

速
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

町
　
長

再
任
用
の
歴
史
は
浅

く
、
各
自
治
体
職
員
の
実

態
も
異
な
る
こ
と
か
ら
管

理
職
へ
の
任
用
が
珍
し

い
、
珍
し
く
な
い
と
言
え

る
段
階
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
15
名
中
６
名
の
管

理
職
が
退
職
す
る
急
激
な

宿
中
の
県
道
長

柄
大
多
喜
線
で
す

が
、
お
母
さ
ん
方
か
ら
も

危
険
で
あ
る
歩
道
を
何
と

か
な
ら
な
い
か
と
い
う
話

も
あ
り
、
お
年
寄
り
等
も

厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
お
隣
の
睦
沢
町

上
市
場
の
宿
中
の
県
道
は

拡
幅
さ
れ
歩
道
の
整
備
が

進
ん
で
い
ま
す
。
本
町
宿

中
に
つ
い
て
歩
道
整
備
な

ど
要
望
し
た
実
績
が
あ
る

か
状
況
を
お
聞
き
し
ま

す
。

本
年
度
よ
り
定

年
退
職
者
３
人
が

課
長
職
に
再
任
用
（
定
年

退
職
者
を
65
歳
ま
で
）
さ

れ
ま
し
た
。
町
民
も
関
心

が
あ
り
ま
す
が
、
管
理
職

へ
の
再
任
用
は
郡
内
、
県

内
で
珍
し
い
の
か
、
そ
の

経
緯
や
、
人
材
状
況
、
教

育
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

問

問

加藤喜男 議員

今後の活用が検討されている旧豊栄小学校

課長職に再任用者を
充てた経緯は

苦肉の策

旧
豊
栄
小
学
校
の

検
討
状
況
は

廃
小
学
校
の
無

償
貸
付
に
は
、
一

貫
し
て
反
対
し
て
い
ま
す

が
、
最
後
に
残
っ
た
旧
豊

栄
小
学
校
の
状
況
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

問

県
に
歩
道
整
備
の
要
望
は

変
化
を
緩
和
す
る
た
め
３

人
に
残
っ
て
も
ら
い
、
適

材
適
所
に
配
置
し
ま
し

た
。
職
員
に
は
年
齢
構
成

に
バ
ラ
ツ
キ
も
あ
り
こ
の

よ
う
な
時
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
今
回
は
苦
肉
の

策
と
考
え
て
い
ま
す
。

採
用
に
つ
い
て
は
将
来

を
見
据
え
て
控
え
て
い
ま

す
。
再
任
用
制
度
で
退
職

者
も
任
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
人
数
不
足
か

と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
の
こ

と
は
あ
り
ま
す
。
人
材
育

成
に
つ
い
て
は
、
長
南
町

職
員
人
材
育
成
基
本
方
針

に
沿
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
外
部
研
修
を
中

心
に
進
め
て
い
ま
す
が
、

内
部
研
修
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

と
し
て
、
圏
央
道
茂
原
長

南
イ
ン
タ
ー
と
役
場
付
近

を
結
ぶ
長
南
バ
イ
パ
ス

が
、
平
成
５
年
に
都
市
計

画
道
路
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
た
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
長
南

バ
イ
パ
ス
は
、
事
業
推
進

に
お
い
て
地
権
者
か
ら
理

解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
現
在
は
、

事
業
が
凍
結
し
て
い
る
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
ら
の
地
理
的
特
性
が
非

常
に
良
い
と
い
う
こ
と
が

評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

進
め
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
旧
３
校
の
廃
校
と
同

じ
よ
う
な
形
で
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
現
在
の
状

況
は
、
企
業
の
問
い
合
わ

せ
を
い
た
だ
く
こ
と
は
数

件
あ
り
ま
す
が
、
現
時
点

で
は
、
主
だ
っ
た
具
体
的

な
協
議
に
進
展
し
て
い
る

企
業
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
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農
地
保
全
課
長

農
地
保
全
課
長

農
地
保
全
課
長

農
地
保
全
課
長

農
地
保
全
課
長

情
報
の
正
確
性
を

高
め
る
方
法
は

啓
発
内
容
と
機
会
は

情
報
の
把
握
と
啓
発
で

対
応
策
は
、
根

絶
か
保
護
管
理
の

何
れ
が
目
標
か
。
そ
の
基

準
を
伺
い
ま
す
。

一
面
的
な
情
報

に
な
っ
て
い
ま

す
。
情
報
の
正
確
性
を
高

め
る
方
法
を
伺
い
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
と
の

共
存
は
、
そ
の
生

態
・
性
格
・
行
動
を
知
り
、

広
く
共
有
化
を
図
る
こ

と
。
被
害
実
態
や
生
息
・

出
没
状
況
な
ど
の
情
報
収

町
で
も
人
身
被

害
の
可
能
性
が
増

し
て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
人
身
被
害
等
の
現

状
と
対
策
を
伺
い
ま
す
。

問

問

問

問

根
絶
か　
保
護
管
理
か

人
身
被
害
の
対
応
策
は

河野康二郎 議員

イノシシの人身被害等への
対応策は

先
日
、
町
内
で

飼
い
犬
が
イ
ノ
シ

シ
に
襲
わ
れ
重
傷
を
負
う

と
い
う
事
件
が
発
生
し
ま

し
た
。
全
国
的
に
も
人
身

被
害
が
多
発
し
て
い
る
こ

と
か
ら
国
は
、
特
定
鳥
獣

保
護
管
理
計
画
を
作
成
す

る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
イ
ノ
シ
シ
）
の
改
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
考
え

を
伺
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ

被
害
の
現
況
と
対
応
策
及

び
そ
の
成
果
を
伺
い
ま

す
。 問被

害
の
現
況
は
、
平
成

30
年
度
95
万
５
千
円
。
対

イ
ノ
シ
シ
は
生
態
系

を
構
成
す
る
一
要
素
。
管

理
を
目
標
に
個
体
数
の

減
少
を
取
組
ん
で
い
ま

す
。
捕
獲
数
を
目
標
と
す

べ
き
だ
が
、
生
息
数
が
把

握
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

共
済
組
合
へ
報
告
の

あ
っ
た
農
作
物
の
被
害

面
積
・
額
を
基
準
に
設
定

し
て
い
ま
す
。

情
報
の
正
確
性
に
つ
い

て
は
、
地
域
か
ら
の
情
報

が
町
に
届
き
や
す
く
な
る

体
制
づ
く
り
な
ど
に
よ
り

考
え
て
い
ま
す
。

人
身
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
冒
頭
の
飼
い
犬
の

件
で
は
人
身
被
害
の
危
険

性
も
あ
り
ま
し
た
。
人
身

被
害
等
を
防
止
す
る
た
め

に
、
緊
急
捕
獲
の
許
可
取

得
と
合
わ
せ
、
出
没
状
況

を
迅
速
に
把
握
し
、
早
期

に
対
策
す
る
。
啓
発
の
た

め
の
チ
ラ
シ
等
を
作
成

し
、
地
域
ぐ
る
み
対
策
の

推
進
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

学
校
を
通
じ
、
児
童
生
徒

に
危
険
性
の
周
知
と
遭
遇

し
た
場
合
の
対
処
方
法
な

ど
の
指
導
を
依
頼
し
ま

す
。

啓
発
の
内
容
は
、
生
態

並
び
に
遭
遇
し
た
場
合
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
が
、
チ
ラ
シ
等

を
作
成
し
丁
寧
に
配
り
、

出
前
講
座
な
ど
地
元
の
依

頼
に
応
え
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

啓発に取り組み、地域ぐるみ対策を推進する

応
策
は
、
交
付
金
補
助
金

に
よ
る
電
柵
の
設
置
、
箱

罠
・
く
く
り
罠
の
設
置
。

成
果
は
、
合
計
５
４
３
頭

の
捕
獲
と
被
害
額
の
減
少

で
す
。

頭
数
の
減
少
を

目
的
に
管
理
す
る

地
域
か
ら
の

情
報
収
集
で
す

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載

集
・
分
析
能
力
を
高
め
、

他
部
署
・
他
機
関
と
の
連

携
、
出
没
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
な
ど
、
効
果
的
な
対

策
を
計
画
的
・
持
続
的
に

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
上
で
、
啓
発
の
内
容

と
そ
の
機
会
を
伺
い
ま

す
。
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「議会だより」
表紙の写真を募集します。

　「議会だより」は、２月、５月、８月、11 月
の月初めに発行しています。この表紙を飾る季
節や各種行事をモチーフにした写真を公募しま
す。
［規格と応募方法］
　縦撮り。カラー。１MB以上のデジタルデータ。
この他タイトル、撮影日、場所、エピソード、住所、
電話番号を議会事務局にお送り下さるか、ご持
参下さい。記録媒体はお返し致します。

応募上のご注意
・一回の応募は数点とします。
・�応募者ご自身が撮影し、未発表のものに
限ります。
・�個人を特定できる人物（第三者）が写っ
ているときは、応募者の責任でご本人（被
写体）の承諾を得て下さい。

［応募資格］　長南町に在住・在勤の方

　［応募・問い合わせ先］
　　長南町議会事務局
　　〒297-0192　長南町長南 2110
　　電　話　0475-46-3390
　　メール　gikai@town.chonan.lg.jp

【表紙】
長南小学校５・６年生

サーフィン教室
　７月２日（火）に長南町海洋センタープールにてサー
フィン教室が開催され、子どもたちは、実際にサーフボー
ドに乗ってサーフィンを体験しました。

議長・議員が出席または
参加した主な行事

6月

２日　　第９支団消防操法大会
４日　　総務経済常任委員会協議会
　　　　教育民生常任委員会協議会
　　　　議会運営委員会
13日　　第２回定例議会（～ 14日）
30日　　長生支部消防操法大会

７月

１日　　長生郡市広域市町村圏組合
　　　　視察研修（～２日）
３日　　国民健康保険運営協議会
５日　　市町村議会広報研究会（※）
９日　　議会広報特別委員会
13日　　社会を明るくする運動講演会
17日　　議会広報特別委員会
19日　　千葉県後期高齢者医療連合会
　　　　議会全員協議会
24日　　議会広報特別委員会
　　　　ガス事業運営協議会

※最終ページに掲載



町ホームページに定例議会等の会議録を公開しています。
ホームページアドレス⇨ http://www.town.chonan.chiba.jp/chousei/gikai/　（過去の議会報もご覧いただけます。）

長南町議会広報特別委員会
発行責任者　　松　野　唱　平
委 員 長　　林　　　義　博
副委員長　　宮　㟢　裕　一
委 員　　加　藤　喜　男

同 　　御園生　　　明
同 　　岩　瀬　康　陽

坂
本
に
在
住

長
南
に
在
住

松ま
つ
ざ
き嵜　

美み

き希 

さ
ん

平ひ
ら
の野　

聡さ
と
こ子 

さ
ん 若い力

ちょうなんの

感
謝
の
気
持
ち
と
今
後
の
期
待

長
南
町
の
魅
力
を
再
発
見

長
南
町
に
生
ま
れ
育

ち
、
現
在
２
人
の
子
育
て

を
し
て
い
ま
す
。

子
供
の
頃
は
豊
か
な
自

然
や
温
か
い
人
々
が
当
た

り
前
の
こ
と
で
、
そ
の
魅

力
に
も
気
づ
い
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

し
か
し
、
一
度
町
を
離

れ
、
戻
っ
て
き
て
子
育
て

を
す
る
中
で
、
人
の
温
か

さ
や
の
び
の
び
と
子
育
て

で
き
る
環
境
等
、
改
め
て

長
南
町
の
素
晴
ら
し
さ
に

我
が
家
は
夫
婦
共
働
き

で
、
５
歳
（
年
長
）
の
娘

が
い
ま
す
。

育
児
休
暇
中
に
、
の

び
っ
こ
等
の
マ
マ
た
ち
が

集
ま
る
場
所
で
友
達
が
で

き
た
こ
と
や
、
保
育
所
の

先
生
方
が
子
ど
も
達
一
人

一
人
に
親
身
に
接
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
で
、
働
き
な

が
ら
も
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
て
い
ま
す
。
長
南

町
の
子
育
て
環
境
に
は
感

触
れ
て
き
ま
し
た
。

先
生
方
の
ご
指
導
や
地

域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、

長
南
町
は
本
当
に
優
し
い

子
ど
も
達
が
多
い
と
感
じ

ま
す
。
ま
た
、
町
の
手
厚

い
子
育
て
支
援
に
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
が
町
の
魅
力

を
自
覚
し
、
誇
れ
る
ふ
る

さ
と
で
あ
る
よ
う
、
私
も

貢
献
し
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
私
は
女
性
活

躍
推
進
や
働
き
方
改
革
に

よ
る
働
く
世
代
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
関
心
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
施
策

が
実
施
さ
れ
る
中
で
、
今

後
、
よ
り
多
様
化
す
る
町

民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

対
応
し
て
い
く
た
め
の
支

援
策
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

議会を傍聴して
みませんか？

めんどうな手続きはありま
せん。１人でも団体でも傍
聴できますので、ぜひお越
しください。（６月定例議会
の傍聴者は延べ３人でし
た。）

次回の定例議会は、
9月10日㈫から
開会の予定です。

今
年
の
梅
雨
は
、
近
畿
地
方
か
ら

北
九
州
北
部
に
か
け
て
、
観
測
史
上

最
も
遅
い
梅
雨
入
り
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
６
月
に
は
令
和
初
め
て
の

台
風
が
東
海
・
関
東
地
方
に
接
近
す

る
な
ど
、
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
に

対
し
、
日
頃
か
ら
備
え
を
心
が
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
新
し
い
編
集
委
員
に
な
っ

て
２
回
目
の
「
議
会
だ
よ
り
」
で
す

が
、
出
来
栄
え
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。「見

や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
、

議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
、
編
集

委
員
一
同
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

紙
面
の
関
係
で
、
伝
え
ら
れ
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
議
会
が
皆

様
に
と
っ
て
、
身
近
な
も
の
と
な
り

ま
す
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　
　
（
宮
㟢
裕
一
）

編
集
の
あ
と
で

７
月
５
日
に
千

葉
県
自
治
会
館
で

行
わ
れ
た
市
町
村

議
会
広
報
研
究
会

に
林
委
員
長
、
宮

㟢
副
委
員
長
、
加

藤
委
員
、
御
園
生

委
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

こ
の
研
修
会
は

毎
年
開
催
さ
れ
今

年
も
県
内
か
ら
約

１
５
０
名
が
参
加

し
、
研
鑽
を
積
ん

で
き
ま
し
た
。

より親しみやすい
議会報へ


